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0－142　過去5000年間の海底洞窟（大洞窟）の環境変化
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AkihisaKitarmra，MaymiHiramoto，Nagisatbmamoto（Shizudka
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沖縄周辺域の後期完新世の海洋環境の変遷を解明するために，

我々は沖縄県伊江島沖の海底洞窟“大洞窟”からコア試料と表層堆

積物を採取し，堆積学的および古生物学的解析を行なっている（北村

ほか2003）．その結果，次のことが明らかとなった．

1．表層堆積物は入口から奥部に向かって，灰白色石灰砂から灰白

色石灰泥に細粒化する．

2．灰白色石灰泥の下位には淡黄色石灰泥（層厚22cm以上）が存在

する．両石灰泥の境界は明瞭で，境界年代は肛3，500年頃と推定さ

れる．色調の違いはあるが，両堆積物はともに泥質堆積物であるこ

とは，大洞窟内の流水エネルギー環境は過去5千年間静水状態であ

ったことを示唆する．

3．約BC胡＝0±40年から膿640±80年の間に，大洞窟内に白色軽石

が流入した（北村ほか，2006）．鉱物種は火山ガラスを主として，斜

長石（長径0．4m）と緑色角閃石（長径0，1mm），単斜輝石（長径50〃m）

をわずかに含む．火山ガラスは多孔質型と中間型の形態を示し，屈

折率はn＝1．502－1．505の比較的狭い範囲にある．この軽石は，大洞

窟内の堆積物において時間面として追跡できる．

4．表層堆積物中の二枚貝優占種8種のうち，α職仁山旦わノ上

月灯船∫上皿Crつが元脱の分布中心は洞窟の中央から奥部にあり，

asa陀mLkIa，脇11eus sp．，JHatella sp．aff．H orIentalIs

の分布中心は入口付近にある．

5．洞窟中央の堆積物からはC　軌わJと月　Cりp打C山野が約

BC3，500年以降から連続的に産するのに対して，C　帽此ろ

脇11eussp．，jt sp．aff．H ozieu7talIsの相対的産出頻度は徐々

に減る．表層堆積物中の二枚貝優占種8種の分布と比較すると，こ

の時間変化は洞窟内が“奥部化”したことを示唆する．

6．過去5，000年間の堆積物からは　匝呼eC e〃叩如即ggや

ぬヱ也’ねJJaJ伽ノ∫が連続的に産出する．

7．洞窟外の浅海に普通に見られる二枚貝の遺骸の堆積物から産

するが，いずれも幼貝である．このことは，洞窟内が貧栄養状態で

あったことを暗示する．

以上のことから，大洞窟内の流水エネルギー環境は過去5千年間

ほぼ安定していたものの，洞窟内が奥部化”したことが判明した．

この環境変化は大洞窟内が徐々に貧栄養化したこと意味するかもし

れない．もしそうならば，海底洞窟性二枚貝の特徴を貧栄養環境へ

の適合とする解釈（Ka鋸＆H町Ⅶ血，1992）を支持する．なお，約5000

年前の堆積物色調の急変及び洞窟内の奥部化’’の原因に関しては，

今後の検討課題である．
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